
［標準様式例４-３］

随意契約結果及び契約の内容

業 務 の 名 称 松原・下筌ダム操作運用検討業務

業 務 概 要 別紙のとおり

契 約 担 当 官 等 の 氏 名 並
び に そ の 所 属 す る 部 局
の 名 称 及 び 所 在 地

分任支出負担行為担当官九州地方整備局
筑後川ダム統合管理事務所長　今 井　　徹
福岡県久留米市高野１丁目２－２

契 約 年 月 日 平成20年6月16日

契 約 業 者 名 （株）建設技術研究所　九州支社

契 約 業 者 の 住 所 福岡市中央区大名２－４－１２

契 約 金 額 ８，９７７，５００円（税込み）

予 定 価 格 ９，５０２，５００円（税込み）

随意契約によることとした理由 別紙のとおり

業 務 場 所 筑後川ダム統合管理事務所

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 （ 自 ） 平成20年6月17日

履 行 期 間 （ 至 ） 平成21年3月27日

備 考

備考
公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するとともに、備考欄に単価契約
である旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記載する。



契 約 理 由 書

１．業 務 名 ： 松原・下筌ダム操作運用検討業務

２．履 行 場 所 ： 筑後川ダム統合管理事務所

３．契約の相手方 ： 名 称 株式会社建設技術研究所 九州支社

住 所 福岡県福岡市中央区大名2-4-12

電 話 ０９２－７１４－２２１１

４．契約適用法令 ： 会計法令２９条の３第４項及び予算決算及び会計法令

第１０２条の４第３号

５．当該業務の目的・内容及び契約に付する理由

１）当該業務の目的

本業務は、安全で管理しやすいダム管理に資するため、弾力的管理試験の検討

等を行うものである。

２）当該業務の内容

本業務は、松原ダム操作規則・細則の見直しや、安全で管理しやすいダム管理に

資するため、弾力的管理試験の検討や事前放流・予備放流判断基準の検討さらに超

過洪水における下流地区の浸水状況の検討等を行うものである。

３）契約に付する理由

本業務は、建設コンサルタント業務等請負業務者選定事務処理要領及びプロポー

ザル方式に基づく建設コンサルタント等の特定手続きについてに基づく調査・審査

の結果、株式会社建設技術研究所は、本業務を遂行するために必要な技術力を備え

ていると判断され、かつ特定テーマに対する技術提案において総合的に最も優れた

提案を行ったものである。

よって本業務については、会計法第２９条の３第４項及び予算決算及び会計令第１

０２条の４第三号により、上記業者と契約を締結するものである。

【契約理由書作成者】

管 理 課 長
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